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このたびは、弊社のPRIM

りますマニュアル類の内容

る場合に下記に示します

 

[PRIMERGY RX200 は

1.本装置でサポートするオ

本装置では下記のオプ

外部 SCSI 装置接続
 

[PRIMERGY RX200 ハ

1.本装置でサポートするオ

本装置では下記のオプ

外部 SCSI 装置接続

バックアップキャビネッ
 

2.サーバ本体のシステム

システム状態表示 LED

[誤]サーバ本体内の部

てください。 

[正]サーバ本体内の部

合は、担当保守員
 

3.サーバ本体の電源ユニ

電源 LED の状態につい

[誤]電源ユニットが正常

[正]電源ユニットが正常
 
4.BIOS 設定項目(追記・訂

Serial 1 Multiplexer の

[誤]・Shared：「System」

[正]・Shared：「System」

また、設定内容につい

[注意]本設定を「BMC」

抜いてください。
 
5.BIOS 設定項目(追記) [

Event Log Full Mode に

[注意]本設定を変更す
 
6.BIOS 設定情報の退避／

BIOS 設定情報の退避

[注意]次のいずれかの

・Server Manag

(ServerView

[注意]BIOS 設定情報

ServerStart CD-

[注意]BIOS のバージョ
 
7.Remote Control ユーテ

  サーバ本体の操作を訂

[誤]1. ターミナルソフト
以下のメッセー

    Login> 
2. 以下のコマンドを
    Remote [Ent
 以下のメニューが
 

『PRIMERGY RX200 添付マニュアル』の記述への追加・訂正事項 

ERGY（プライマジー） RX200をお買い求めいただきまして、誠にありがとうございます。本サーバに添付されてお

に追加および訂正事項がございましたので、ここに謹んでお詫び申し上げますとともに、マニュアルをご覧にな

内容を合わせてお読みくださるようお願いいたします。 

平成 15 年 9 月 

富士通株式会社 

じめにお読みください（B7FH-1531-01）] （PRIMERGYドキュメント&ツールCD に収録）] 

プションについて(訂正)[関連ページ：コンフィグレーションシート(P20)] 

ションはサポートしておりません。 

用ケーブル(PG-CBL002) 

ードウェアガイド（B7FH-1621-01）] （PRIMERGYドキュメント&ツールCD に収録）] 

プションについて(訂正) [関連ページ：全体] 

ションはサポートしておりません。 

用ケーブル(PG-CBL002) 

ト(PG-R1BC4)を接続する場合は、SCSI カード(PG-128)を搭載してください。 

状態表示 LED について(訂正) [関連ページ：1.1 サーバ本体前面(P12)､1.2 サーバ本体背面(P14)] 

の状態について下記を訂正いたします。 

品に異常が検出されたときにオレンジ色に点滅します。このランプが点滅している場合は、担当保守員に連絡し

品に異常が検出されたときにオレンジ色に点滅、または点灯します。このランプが点滅、または点灯している場

に連絡してください。 

ット LED について(訂正) [関連ページ：1.2 サーバ本体背面(P14)] 

て、下記を訂正いたします。 

に動作しているときは緑色に、電源ユニットに AC 電源が供給されているときはオレンジ色に点灯します。 

に動作しているときは緑色に点灯、電源ユニットに AC 電源が供給されているときは緑色に点滅します。 

正) [関連ページ：■Peripheral Configuration サブメニュー : Serial 1 Multiplexer(P90)] 

設定内容について、下記を訂正いたします。 

/「BMC」を自動で切り替えます。本サーバでは使用しないでください。 

/「BMC」を自動で切り替えます。リモートコントロール機能とコンソールリダイレクションの併用が可能です。 

て、下記の注意を追加いたします。 

または「Shared」に変更した場合は、BIOS セットアップユーティリティを終了後、一旦電源を切り電源ケーブルを

再度電源を投入し、POST が終了すると、「BMC」または「Shared」の設定が有効になります。 

関連ページ：5.3.8 Server メニュー : Event Log Full Mode(P96)] 

ついて、注意事項を追加いたします。 

ると、システムイベントログに記録されているログはクリアされます。変更前に必ずログの確認を実施してください。 

復元する場合の注意(追記) [関連ページ：5.5 BIOS 設定情報の退避／復元(P113)] 

／復元を行う場合の注意を追加いたします。 

操作を行った場合も、必ず BIOS 情報の退避を行ってください。 

ement Tool でリモートコントロールの IPMI の設定を行った場合。 

 V3.50 ユーザーズガイド 「5 章 Remote Control Service の使用」参照) 

の退避／復元は必ず本体添付の「Server Management Tools」ディスクに格納されたツールを使用してください。

ROM から作成したツールは使用できません。 

ン(版数)が異なる場合は、BIOS 情報を復元できません。 

ィリティの操作(訂正) [関連ページ;7.4.2 Remote Control ユーティリティの操作 

正いたします。 

を使用してコネクションを張った後、[Enter]キーを押します。 
ジが表示されます。 

入力します。 
er] 

表示されます。(Remote Control ユーティリティのメニューが表示されます)  



[正]1.ターミナルソフトを使用してコネクションを張った後、[Enter]キーを押します。 
以下のメッセージが表示されます。 
  Login> 

2.以下のコマンドを入力します。 
  Remote [Enter] 
以下のメッセージが表示されます。 
  Password> 

3. 以下のコマンドを入力します。 
  Remote [Enter] 
以下のメニューが表示されます。(Remote Control ユーティリティのメニューが表示されます) 

 
7.Remote Control ユーティリティの操作(訂正) [関連ページ：7.4.2 Remote Control ユーティリティの操作(P142/143)] 

Remote Control ユーティリティで表示されるメニュー画面、および説明の中で りません。 

    (7) Clear System Event Log (SEL) 

、下記の項目は本装置ではサポートしてお

        

          Remote Control ユーティリティメニュー画  （P142）     

覧 （P143） 

8.コンソールリダイレクション使用時の注意(追記)  

合、POST 時下記のキーがご使用になれます。 

を起動します 

 
リモートコントロール機能とコンソールリダイレクションを同じシリアルポート上で実行する場合の注意(追記) 

ルリダイレクション機能を切

ィリティを以下のように設定する必要があります。 

r」を「Shared」に設定。 

     設 すると本設定が有効になります。 

ーを押した後、[Shit]+[8]キーを押します。 

イ

■リ り替え 

を選択してください。 

を押した後、[Shift]+[Q]キーを押します。 

切り替わります。 
 

[PRI ERGY RX200 トラブルシューティング（B7FH-1811-01）]（PRIMERGY ドキュメント&ツール CD に収録）] 

される。 

rView のイベントログに下記のメッセージが記録される場合が

BIST t imeout,  rebooting Server 

このメ 作は問題ありません。 

連絡ください。 
 

メント&ツール CD に収録）] 

行った後は、必ず BIOS 情報の退避を行ってください。 

面

Remote Control ユーティリティメニュー一

本装置でコンソールリダイレクションを使用する場

F1 キー : Network 経由で起動します F4 キー : BIOS セットアップユーティリティ

F3 キー : Boot メニューを表示します ESC キー:POST 時のメモリテストをスキップします 

9.

本サーバではシリアルポート 1 にパーソナルコンピュータ(PC)を接続し、リモートコントロール機能とコンソー

り替えて使う事ができます。 

[注意]BIOS セットアップユーテ

Advanced メニュー/Peripheral Control サブメニューの「Serial 1 Multiplexe

Server メニュー/Console Redirection サブメニューの「Console Redirect」を「Enabled」に設定。 

定を変更後、一旦電源を切り、電源ケーブルを抜いてください。再度電源を投入し POST が終了

■コンソールリダイレクションからリモートコントロール機能への切り替え 

1.コンソールリダイレクションを実行しているターミナルソフトで、[ESC]キ

リモートコンロトール機能に切り替わります。Remote Control ユーティリティの操作に付いては、PRIMERGY RX200 ハードウェアガ

ド「7.4.2 Remote Control ユーティリティ」を参照してください。 

モートコントロール機能からコンソールリダイレクションへの切

1.Remote Control ユーティリティを終了します。 

 Remote Control ユーティリティのメニューで「0」

 以下のメッセージが表示されます。 

  Login＞ 

2.[ESC]キー

 ターミナルソフトの画面がコンソールリダイレクションに

M

ソフトウェアのトラブルシューティングに下記を追加いたします。 

B.10 電源投入時、ServerView のイベントログにメッセージが記録

本装置にリモートサービスボードを搭載して電源を投入した時、まれに Serve

あります。 

PCI 

ッセージが記録された場合でも、本サーバの動

ただし、連続して複数個のメッセージが記録された場合は、担当保守員までご

[ServerView V3.50 ユーザーズガイド（B7FH-1841-01 Z0-00）]（PRIMERGY ドキュ

1.Remote Control Service 使用時の留意事項について(追記) [関連ページ : ●PRIMERGY RX200 での留意事項(P164)] 

PRIMERGY RX200 での留意事項に下記を追加いたします。 

・「Server Management Tool」で IPMI を使用するための設定を

また、IPMI モジュールの交換を行った場合は、必ず設定内容を確認し、必要であれば再設定を実施してください。 


